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1．当四半期決算に関する定性的情報 

 
（1）連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第 2 四半期連結累計期間（平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日、以下、当四半期累計期間）

のわが国経済は、輸出関連を中心とした企業業績の改善や政府の景気対策効果により、企業の設備投資

や個人消費が改善するなど緩やかに回復いたしました。しかしながら、ヨーロッパの信用不安をきっか

けとする円高進行の影響などにより、先行きに対する慎重な姿勢も出ております。 

 

当社の事業領域であるＩＣＴ(※1)関連市場では、企業において回復傾向が見られました。金融業や製

造業を中心に、前年度までの小額案件主体の投資からネットワークリプレースや移転に関連する大型案

件が顕在化しつつあり、クラウド(※2)等新たなサービス市場拡大を見据えたデータセンター構築や関連

分野への投資も拡大傾向にあります。一方、通信事業者においては、既存網を中心に設備投資抑制傾向

が続いております。そのなかで、ネットワークのオールＩＰ化などは堅調な投資が継続しており、次世

代モバイルＬＴＥについても商用化に向けた動きが本格化しつつあります。また、官庁・自治体におい

ては、デジタルデバイド（地域間情報格差）解消に向けた地域情報化投資が引き続き積極的に進められ

ております。 

 

このような事業環境のなか、当社グループの当四半期累計期間における連結業績につきましては、 

受 注 高 

売 上 高 

営 業 利 益 

経 常 利 益 

四半期純利益 

 1,070 億 19 百万円

981 億 93 百万円

30 億 69 百万円

30 億 5 百万円

5億 42 百万円

（前年同期比 28 億 59 百万円減少）

（前年同期比 10 億 50 百万円減少）

（前年同期比  1 億 70 百万円減少）

（前年同期比  3 億 28 百万円減少）

（前年同期比 13 億 79 百万円減少）

となりました。 

 

受注高、売上高につきましては、前年同期比で微減となりましたが、今後の成長に向けた成果をあげ

ることが出来ました。企業向けにおいては、ＩＣＴ投資の回復をとらえるべくＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆ

ｆｉｃｅ(※3) (ＥＯ) を柱とした提案活動を強化し、金融業、製造業を中心に受注を伸ばすことが出来

ました。さらに、データセンターやコンタクトセンター、環境関連など成長が期待される領域に対して

も着実な事業の広がりを示すことが出来ました。本社移転に合わせては、ＥＯ化によるオフィスの活性

化･効率化の事例として、自社の働き方改革についての取り組みを企画段階からリアルタイムで御紹介す

るなど、さらなるお客様の需要顕在化を図っております。また、地方自治体を中心とした地域情報化関

連分野では、シェア拡大を目指した積極的な対応を行い、受注高、売上高ともに大きく伸ばすことが出

来ました。一方、通信事業者関連では、投資の抑制に伴い、移動体基地局関連工事やＮＥＣグループ向

け支援業務が減少したほか、海外向けインフラ工事についても減少となりました。 

 

収益面では、経営改革（ＡＣ－Ｉ(※4)）活動を継続・強化し、業務プロセス改革やワークスタイルの

変革など、全社一丸となって総費用の効率化と収益体質強化に努めてまいりました。これにより、売上

高減少のなか、ほぼ前年同期並みの営業利益を確保いたしました。経常利益につきましては、為替差損

が発生し、前年同期比 3億 28 百万円減少の 30 億 5 百万円となりました。また、四半期純利益につきま

しては、本社移転などによる特別損失を 19 億 46 百万円計上したことにより、前年同期比 13 億 79 百万

円減少の 5億 42 百万円となりました。本社移転につきましては、オフィス自体のショウルーム化など新

本社を活用した下期以降の成長戦略を加速すべく、全ての移転作業を上期に前倒しして実施いたしまし

た。これにより、前回予想時点で下期に特別損失として予定していた関連費用も前倒しして上期に一括

処理いたしました。 

 

セグメント情報につきましては以下のとおりであります。 
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＜受注高の状況＞ （単位：百万円）

  
企業ネットワ

ーク事業 

キャリアネッ

トワーク事業

社会インフラ

事業 
その他 計 

当第2四半期累計期間 37,437 21,991 40,942 6,648 107,019

前第2四半期累計期間 36,830 23,250 43,192 6,605 109,879

増減額 606 △1,259 △2,250 43 △2,859

受
注
高 

増減率（％） 1.6 △5.4 △5.2 0.7 △2.6

 

＜売上高の状況＞ （単位：百万円）

  
企業ネットワ

ーク事業 

キャリアネッ

トワーク事業

社会インフラ

事業 
その他 計 

当第2四半期累計期間 36,316 19,080 36,419 6,376 98,193

前第2四半期累計期間 36,171 22,113 33,781 7,175 99,243

増減額 144 △3,033 2,637 △799 △1,050

売
上
高 

増減率（％） 0.4 △13.7 7.8 △11.1 △1.1

 

〔企業ネットワーク事業〕 

提案活動を強化した結果、金融業、製造業向けが拡大するとともに、環境・エネルギー等の成長分野

につきましても着実な成果をあげ、受注高、売上高ともに前年同期比増加となりました。 

 

〔キャリアネットワーク事業〕 

ネットワークのオールＩＰ化や次世代データセンター構築などは堅調であるものの、次世代ネットワ

ーク（ＮＧＮ）投資の一巡、移動体通信事業者の投資抑制等の影響により、受注高、売上高ともに前年

同期比減少となりました。 

 

〔社会インフラ事業〕 

地方自治体向けを中心にした積極的対応により、地域情報化関連については受注高、売上高ともに前

年同期比増加いたしました。しかしながら、通信事業者向け移動体基地局関連工事や海外向けインフラ

工事が減少したことにより、受注高は前年同期比微減となりました。 

 

＜セグメントの概要＞ 
セグメント 主な事業内容 

企業ネットワーク事業 

主に企業向けのＩＣＴソリューションに関するサービスインテグレーションの提供。 

ＩＣＴを核にセキュリティや環境等の対応まで含めた総合オフィスソリューションや、

これらに関する運用・監視、アウトソーシングサービスならびに自社データセンターに

よるクラウドサービスの提供など。 

キャリアネットワーク事業 

主に通信事業者向けのＩＣＴ基盤に関するサービスインテグレーションの提供。 

キャリアグレードの大規模かつ広域なＩＣＴ基盤やデータセンターに関するＳＩサービ

ス、およびこれらに関する運用・監視サービスの提供など。 

社会インフラ事業 

主に官庁・自治体や公益法人（放送事業者、電力事業者など）向けのＩＣＴインフラに

関するＳＩサービス、運用・監視等の関連サービス等のサービスインテグレーションの

提供ならびに通信工事。 

その他 ネッツエスアイ東洋株式会社ならびに情報通信機器等の仕入販売。 

（注）第 1 四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21 年

3月 27 日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平

成 20 年 3月 21 日）を適用しております。 

 
なお、当第 2 四半期連結累計期間との比較のため、参考として前第 2四半期連結累計期間を第 1四半

期連結会計期間より適用しているセグメント区分に組み替えて表示しております。 
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※1 ＩＣＴ： 

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ （情報通信技術）の略。 

※2 クラウド： 

正式にはクラウド・コンピューティング。業務アプリケーション等のソフトウェアをはじめ、サーバやストレージ、

ネットワーク等のＩＣＴ基盤など、従来、企業や官公庁などが自前の施設内で構築、管理していたＩＣＴリソース

を、ネットワーク経由でサービスとして利用する形態のこと。 

※3 ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ（エンパワードオフィス）： 

当社の提供するオフィス改革ソリューション。当社の強みであるＩＣＴ（情報通信技術）とファシリティ施工力を

融合し、より知的で創造的なワークスタイルへの業務プロセス改革を実現するとともに、セキュリティ強化や環境

対応力といった社会的責任に応える「働き方」と「働く場」の改革を提案するもの。 

※4 ＡＣ－Ｉ： 

Ａｌｌ Ｃｏｓｔ ＆ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎの略。当社グループを挙げて取り組んでいる経

営改革活動。 

 

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

 

（資産） 

当第 2 四半期連結会計期間末の総資産は、前年度末に比べ 51 億 3 百万円減少し、1,418 億 12 百万円

となりました。流動資産は、前年度末に比べ 59 億 33 百万円減少し、1,179 億 74 百万円となりました。

この主な要因は、受取手形及び売掛金が102億38百万円減少したことなどによるものであります。なお、

現金及び預金より譲渡性預金等への振替により、有価証券が 194 億 99 百万円増加しております。固定資

産は、前年度末に比べ 8億 29 百万円増加し、238 億 37 百万円となりました。 

 

（負債） 

当第 2四半期連結会計期間末の負債は、前年度末に比べ 48 億 15 百万円減少し、678 億 78 百万円とな

りました。流動負債は、前年度末に比べ 47 億 83 百万円減少し、480 億 9 百万円となりました。この主

な要因は、短期借入金が 23 億円増加し、支払手形及び買掛金が 32 億 30 百万円、未払法人税等が 22 億

46百万円、1年内返済予定の長期借入金が20億円減少したことなどによるものであります。固定負債は、

前年度末に比べ 31 百万円減少し、198 億 69 百万円となりました。 

 

（純資産） 

当第 2 四半期連結会計期間末の純資産は、前年度末に比べ 2 億 87 百万円減少し、739 億 33 百万円と

なりました。この主な要因は、利益剰余金が 1億 53 百万円減少したことなどによるものであります。 

 
 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

 

当社の業績につきましては、計画通りの推移であり、平成 23 年 3 月期の連結業績予想につきまして

は、当初予想と変更はありません。 

 

受 注 高 

売 上 高 

営 業 利 益 

経 常 利 益 

当 期 純 利 益 

2,400 億円

2,400 億円

100 億円

100 億円

47 億円

（前期比  8.1％増加）

 （前期比 10.2％増加）

 （前期比  1.3％増加）

 （前期比  1.2％減少）

 （前期比 19.0％減少）
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2.その他の情報 

 

 (1) 簡便な会計処理および特有の会計処理の概要 

 

1．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第 2 四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

 

2．棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 

3．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

 

4．繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

5．税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法の変更の概要 

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20 年 3 月 31 日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21 号 平成 20 年 3 月 31 日）を適用しております。 

これに伴う、当第 2四半期連結累計期間の営業利益および経常利益に与える影響は軽微であり、

税金等調整前四半期純利益は 465 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始によ

る資産除去債務の変動額は 459 百万円であります。 
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３. 四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第2四半期連結会計期間末 
(平成22年9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年3月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,493 29,538

受取手形及び売掛金 69,749 79,988

有価証券 19,499 －

機器及び材料 1,718 1,696

仕掛品 8,407 5,572

その他 7,301 7,316

貸倒引当金 △196 △204

流動資産合計 117,974 123,908

固定資産   

有形固定資産 8,095 7,864

無形固定資産 3,453 3,656

投資その他の資産   

その他 12,388 11,618

貸倒引当金 △100 △131

投資その他の資産合計 12,288 11,486

固定資産合計 23,837 23,007

資産合計 141,812 146,915
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(単位：百万円)

当第2四半期連結会計期間末 
(平成22年9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年3月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 31,748 34,979

短期借入金 2,300 －

1年内返済予定の長期借入金 － 2,000

未払法人税等 758 3,004

役員賞与引当金 36 92

受注損失引当金 35 128

その他 13,130 12,588

流動負債合計 48,009 52,792

固定負債   

長期借入金 3,000 3,000

退職給付引当金 15,749 15,792

その他 1,119 1,109

固定負債合計 19,869 19,901

負債合計 67,878 72,693

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,122 13,122

資本剰余金 16,650 16,650

利益剰余金 44,165 44,318

自己株式 △48 △48

株主資本合計 73,889 74,043

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1 6

繰延ヘッジ損益 △0 3

為替換算調整勘定 △512 △467

評価・換算差額等合計 △511 △457

少数株主持分 555 635

純資産合計 73,933 74,221

負債純資産合計 141,812 146,915
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(2)四半期連結損益計算書 
【第2四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成21年 4月 1日 
  至 平成21年 9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成22年 4月 1日 
  至 平成22年 9月30日) 

売上高 99,243 98,193

売上原価 84,532 84,203

売上総利益 14,710 13,989

販売費及び一般管理費 11,469 10,920

営業利益 3,240 3,069

営業外収益   

受取利息 24 42

保険配当金 100 100

その他 160 143

営業外収益合計 285 286

営業外費用   

支払利息 32 28

為替差損 113 136

貸倒損失 － 119

その他 46 66

営業外費用合計 192 350

経常利益 3,334 3,005

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 437

本社移転費用 － 1,509

特別損失合計 － 1,946

税金等調整前四半期純利益 3,334 1,058

法人税等 1,407 587

少数株主損益調整前四半期純利益 － 470

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △72

四半期純利益 1,922 542

ＮＥＣネッツエスアイ㈱（1973）　平成23年3月期　第2四半期決算短信

－8－



(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成21年 4月 1日 
  至 平成21年 9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成22年 4月 1日 
  至 平成22年 9月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,334 1,058

減価償却費 1,085 1,030

のれん償却額 33 33

負ののれん償却額 △3 △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △53 △37

退職給付引当金の増減額（△は減少） △124 △42

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △41 △56

受注損失引当金の増減額（△は減少） △37 △93

受取利息及び受取配当金 △35 △48

支払利息 32 28

投資有価証券評価損益（△は益） 0 0

投資有価証券売却損益（△は益） － △35

有形固定資産売却損益（△は益） 0 1

固定資産除却損 16 11

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 437

本社移転費用 － 1,509

売上債権の増減額（△は増加） 26,712 10,142

たな卸資産の増減額（△は増加） △618 △2,891

仕入債務の増減額（△は減少） △11,709 △3,628

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,465 △787

その他 △3 △326

小計 17,123 6,302

利息及び配当金の受取額 35 48

利息の支払額 △32 △31

法人税等の支払額 △3,025 △2,785

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,100 3,533

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △477 △767

有形固定資産の売却による収入 0 9

無形固定資産の取得による支出 △456 △264

無形固定資産の売却による収入 － 377

投資有価証券の取得による支出 △7 △2

投資有価証券の売却による収入 14 35

貸付けによる支出 △30 △15

貸付金の回収による収入 23 20

本社移転に伴う敷金の差入による支出 － △747

資産除去債務の履行による支出 － △70

その他 △14 △75

投資活動によるキャッシュ・フロー △947 △1,499
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(単位：百万円)

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成21年 4月 1日 
  至 平成21年 9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成22年 4月 1日 
  至 平成22年 9月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 2,300

1年内返済予定の長期借入金の返済による支出 － △2,000

自己株式の取得及び売却による支出及び収入(純
額)

△1 △0

配当金の支払額 △542 △695

少数株主への配当金の支払額 △2 －

その他 △59 △119

財務活動によるキャッシュ・フロー △607 △514

現金及び現金同等物に係る換算差額 117 △64

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,662 1,455

現金及び現金同等物の期首残高 16,614 29,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,277 30,993
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 

当第 2四半期連結累計期間（自 平成 22 年 4 月 1日  至 平成 22 年 9 月 30 日） 
該当事項はありません。 

 
 
(5) セグメント情報 

 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第 2四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1日  至 平成 21 年 9 月 30 日）      （単位：百万円） 

 ﾈｯﾄﾜー ｸｲﾝﾃｸ゙ ﾚー ｼｮﾝ/

ｻﾎ゚ ﾄー・ｻー ﾋ゙ ｽ事業 
通信工事事業

機器等販売

事 業
計 

消 去     

または全社    
連 結       

  受 注 高       74,900 30,170 4,808 109,879 － 109,879

  売 上 高        

(1)外部顧客に対する売上高 69,004 25,287 4,951 99,243 － 99,243

(2)セグメント間の 

内部売上高または振替高
－ － － － － －

計 69,004 25,287 4,951 99,243 － 99,243

  営 業 利 益       4,674 1,053 279 6,007 (2,766) 3,240
                           

(注) 1 事業区分の方法および各区分に属する主要な事業の名称 

(1)事業の区分は、事業内容の種類別区分によっております。 

(2)各区分に属する主要な事業 

①ネットワークインテグレーション／  

サポート・サービス事業････････････

顧客の経営効率化や競争力強化のためのネットワークシステムに関する

企画・コンサルティング、ソフトウェア開発、構築、運用・保守、アウト

ソーシングサービスおよび当社開発製品・機器等の提供 

②通信工事事業･････････････････････ ネットワークインフラ工事および電気・空調設備工事 

③機器等販売事業･･･････････････････ 情報通信機器等の販売 
2 第 1四半期連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第 15 号 平成 19 年 12 月 27 日）および「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 18 号 平成 19 年 12 月 27 日）を適用しております。こ

れによる当第 2四半期連結累計期間のセグメント情報に与える影響は軽微であります。 

 

【所在地別セグメント情報】                       

前第 2四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1日  至 平成 21 年 9 月 30 日） 
全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 
 

【海外売上高】  

前第 2四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1日  至 平成 21 年 9 月 30 日） 

海外売上高が連結売上高の 10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 
（追加情報） 

第1四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成 21 年 3 月 27 日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第 20 号 平成 20 年 3 月 21 日）を適用しております。 

 

1.報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 
当社は、社内業績管理単位であるサービス別の事業本部を基礎とし、経済的特徴が類似している事業

セグメントを集約した「企業ネットワーク事業」「キャリアネットワーク事業」「社会インフラ事業」を

報告セグメントとしております。 

企業ネットワーク事業は、主に企業向けのＩＣＴソリューションに関するサービスインテグレーショ

ンの提供をしております。ＩＣＴを核にセキュリティや環境等の対応まで含めた総合オフィスソリュー

ションや、これらに関する運用・監視、アウトソーシングサービスならびに自社データセンターによる

クラウドサービスなどの提供をしております。 

キャリアネットワーク事業は、主に通信事業者向けのＩＣＴ基盤に関するサービスインテグレーショ

ンの提供をしております。キャリアグレードの大規模かつ広域なＩＣＴ基盤やデータセンターに関する

ＳＩサービス、およびこれらに関する運用・監視サービスなどの提供をしております。 
社会インフラ事業は、主に官庁・自治体や公益法人（放送事業者、電力事業者など）向けのＩＣＴイ

ンフラに関するＳＩサービス、運用・監視等の関連サービス等のサービスインテグレーションの提供な

らびに通信工事をしております。 

 

2.報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 

当第 2四半期連結累計期間（自 平成 22 年 4 月 1日  至 平成 22 年 9 月 30 日）      （単位：百万円） 

 
企業ネットワ

ーク事業 

キャリアネッ

トワーク事業

社会インフラ

事業 その他注 1 調整額注 2 

四半期連結 

損益計算書 

計上額注 3 

  受 注 高       37,437 21,991 40,942 6,648 － 107,019

  売 上 高        

外部顧客に対する売上高 36,316 19,080 36,419 6,376 － 98,193

セグメント間の内部売上高 

または振替高 
－ － － － － －

計 36,316 19,080 36,419 6,376 － 98,193

  セグメント利益 3,364 1,445 1,108 132 △2,981 3,069
                           

(注) 1「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ネッツエスアイ東洋株式会社ならびに情報通

信機器等の仕入販売を含んでおります。 

2 セグメント利益の調整額△2,981 百万円は、主に管理部門に係る人件費および経費であります。 

3 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
 
 (6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 
当第 2四半期連結累計期間（自 平成 22 年 4 月 1日  至 平成 22 年 9 月 30 日） 

該当事項はありません。 
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